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研究成果の概要（英文）：Based on a research survey of 110 division managers of firms listed on the 
Tokyo Stock Exchange (section 1 and 2), we found evidence that the different types of divisional 
organizational learning orientations impact on their use of management control systems (MCSs). 
Divisions that shows a low degree of exploration and exploitation organizational learning tend to 
use statistically significant to the lesser extent  belief systems, operational boundaries systems 
and strategic and operational performance budgetary controls than other learning divisional types. 
Ambidextrous divisions having both types of organizational learning (exploration/exploitation) 
highly use both types of MCSs, which seems to adaptable to exploration and exploitation with highly 
























































963.25 人（標準偏差は 2130.360 人）である。ただし，最小値は 18 名，最大値は 16,500 名で
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(i)事業部が直面する市場は価格競争が特徴的である 0.687 -0.273 




(a)事業部が直面する市場環境の変化は激しい 0.094 0.768 
(c)事業部が直面する市場は継続的に変化している 0.072 0.674 
(b)顧客は常に新製品や新たなサービスを要求する 0.063 0.466 




「環境のダイナミズム」の平均値は 5.6932，標準偏差は 0.83065 であった。 
 
（３）事業部の組織学習志向 
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(e)既存製品の品質を改善する 0.792 -0.05 
(f)製造の柔軟性を改善する 0.764 -0.049 
(g)生産コストを低減する 0.738 0.086 
(h)歩留まりを改善または原材料の使用量を低減する 0.710 0.034 
(c)新しい市場を開拓する -0.030 0.930 
(b)製品の構成を拡大する -0.042 0.552 
(a)新世代の製品またはサービスを導入する -0.007 0.518 
(d)新しい技術領域に参入する 0.164 0.404 
 
ここでは，各因子を構成する変数の特徴から，因子Ⅰを「活用志向のイノベーション」，因子
Ⅱを「探索志向のイノベーション」と名付けた。これは He and Wong (2006)の結果と一致して
いる。各因子の得点はそれぞれの因子を構成する変数の単純平均とした。活用志向のイノベー
ションの平均値は 5.5182 標準偏差は 1.03422 さらに中央値は 5.7500 であった。同様に，「探
















単純平均をこの変数の因子得点とする。平均値は 5.8068 であり，標準偏差は 0.90212 である。 








均値は 4.3750 であり，標準偏差は 1.33802 である。これに対して，業務的な境界のコントロー
ルの平均値は 6.1045，標準偏差は 0.86230 であった。 
予算管理システムの利用については，Tessier and Otley (2012)に従い，予算によるコント
ロールを戦略的な妥当性に関するコントロールと業務的なコントロールに関する８つの質問項
目について７点リッカートスケールで尋ねた。プロマックス回転を伴う一般化された最小二乗
法の結果，２つの因子を抽出した。これらの因子は，Tessier and Otley (2012)の主張と一致
している。 
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(c)目標と実績とを比較するため 0.714 0.214 
(d)KPI をレビューするため 0.371 0.243 
(e)戦略的不確実性に関わる情報を収集する -0.004 0.813 






であり，標準偏差は 1.12233 である。 
 




















両利き事業部 6.1313 4.5750 6.3625 5.7027 6.0878 
探索志向の事業部 5.7381 4.6905 6.3095 5.1842 5.7895 
低度の学習事業部 5.2734 4.0167 5.5781 4.9783 5.3523 
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